
「２０１６ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 三振 四球 失策
四国レンズ 2 0 2 0 4 8 23 9 6 5 0

大阪市 0 0 0 0 0 0 17 3 3 3 0

先　　　攻

後　　　攻

四国フレンズは初回、1番仲村の安打から、四球を含む四安打で2点を先制。
3回には、3番上川の本塁打で2点を追加。5回にも攻撃の手が緩むことなく、4点を
取り試合を決定づけた。
一方、大阪市は投手NIKKAが、最後までひとりで投げぬき健闘。
左翼手三井(全盲)の守備も素晴らしかったが、相手の継投の前に、3安打に終わり惜敗
した。

戦　　評

公式記録員　　　近藤　淳子　　　

Ａ面第1試合（１１月２０日）

・亀元　宏晃
○松田　賢哲
・伊藤　和也

試合
時間

1時間
３２分

二　塁　打本　塁　打

上川　義弘

四国フレンズ　打線つながり勝利!!

梶原　勝彦

投　　　手 捕　　　手 三　塁　打

林　　政夫

×ＮＩＫＫＡ 出崎　啄己



「２０１６ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 三振 四球 失策
四国レンズ 3 1 0 5 9 22 10 4 6 1

ISEGSCﾎﾞﾝﾊﾞｰｽﾞ 0 5 0 0 0 20 7 3 3 0

先　　　攻

後　　　攻
・赤木　雅弥
×高田　真次

伊藤　喜英 伊藤　喜英

公式記録員　　　大谷　和之　　　

四国フレンズ　投・打の気迫勝利!!

四国フレンズは1回表、2番森島の適時打で先制し、なお、4番上川の二塁打続く永田
の内野強襲打等で2加点。
5回には、2安打と4四球を選ぶ絶好機に、7番梶原が中堅越えの三塁打を放ち、一挙
5点のダメ押しで圧勝した。
一方、ISEGSCボンバーズは、4点を背負う2回裏、打者一巡の集中攻撃で、5点を挙
げ逆転し、その後を打線に期待するも、追加点を挙げられず敗れた。

二　塁　打

Ａ面第2試合（１１月２０日）

試合
時間

1時間
３７分

戦　　評

上川　義弘
森島　智秀

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打

林　　政夫
前田　　真
梶原　勝彦

・原　　光弘
○小松　　稔
・伊藤　和也



「２０１６ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 三振 四球 失策
ISEGSCﾎﾞﾝﾊﾞｰｽﾞ 2 3 4 0 9 24 9 6 2 2

大阪市 0 2 4 33 9 23 10 5 1 3

先　　　攻

後　　　攻

Ａ面第3試合（１１月２０日）

試合
時間

1時間
２３分

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

高田　真次
濱野　彰浩
赤木　雅弥

伊藤　喜英 中村　正弘 大堀　賢二

NIKKA
三井　　渉

徳原　貞夫
南　　泰寛
山崎　啄己

船戸　雅之

戦　　評

両チーム　接戦中の引き分けとなる!!

ISEGSCボンバーズは、初回から常に主導権を握り９得点を奪い、逃げ切るかに思え
たが、その後の展開は、大阪市が２回以降小刻みに追加点を挙げ、４回裏には、貴重
な３点を奪い同点劇とし、時間切れの引き分け試合となり幕を閉じた。

公式記録員　　　大谷　和之　　　



「２０１６ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 三振 四球 失策

ＫＯＢＥ 2 0 0 0 3 5 21 7 6 3 0

大阪府 0 0 1 0 0 1 21 5 8 5 0

先　　　攻

後　　　攻

戦　　評

KOBE　投打かみ合い快勝!!

KOBEは、１回表１番木村が二塁打で出塁すると、３番長倉の右前適時打で１点を先
制し、続く５番の遊撃ゴロの間に１点を追加。
その後、５回表二死二塁から１番木村２番森田３番長倉の連続安打で一挙３点を取り
快勝した。
一方、大阪府は３回裏、３番田中４番虎屋の安打等で１点を還すも、一歩及ばず敗退
した。

公式記録員　　　大森　美香　　　

○酒井　喜和 森田　吉彦 長倉　　勝
木村　　力
長倉　　勝
内田　浩文

×左　　健吾
・濱川　賢寿

市村　義和
渡辺　考伸

1時間
４７分

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

Ｂ面第１試合（１１月２０日）

試合
時間



「２０１６ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 三振 四球 失策

KOBE 1 0 0 0 0 1 21 6 5 0 0

大阪市 1 2 0 0 １Ｘ 4 23 10 5 3 0

先　　　攻

後　　　攻

 戦　　評

大阪市　見事な逆転勝利!!

大阪市は、初回相手チームに先制を許すが、その裏、出崎・皿袋・船戸の３安打で同
点とする。
続く２回には、満塁で南の適時打で２点を加え逆転した。５回にも、１点を加点し試
合を決めた。
投げては、三井が長打３本を許すが、要所を締め失点を最小限に抑え、無四球で完投
した。
一方、KOBEは、森田の先制本塁打、仙田・大泊の二塁打と長打は出るもののその後
の投打が噛み合わなかった。

公式記録員　　　　山田　幹雄　　

×内田　浩文 森田　吉彦 森田　吉彦
仙田　康人
大迫　賢一

〇三井　　渉 徳原　貞夫

試合
時間

1時間
2１分

投　　　手 捕　　　手 本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

Ｂ面第２試合（１１月２０日）



「２０１６ふれ愛グラソフ・ジャパンリーグ」大阪大会試合記録

1 2 3 4 5 6 7 計 打数 安打 三振 四球 失策

KOBE 0 0 0 0 0 0

四国フレンズ 0 0 0 0 Ｘ 0

先　　　攻

後　　　攻

本　塁　打 三　塁　打 二　塁　打

小松　　稔 仲村　公次

Ｂ面第３試合（１１月２０日　交流試合）

試合
時間

1時間
2５分

投　　　手 捕　　　手

戦　　評

公式記録員　　　

酒井　喜和
松田　賢哲
伊藤　和也

前川　公司


